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消費者の意識と行動の実情

2意識を行動につなげる事が重要であり、課題である
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■消費者の意識は

● 一般的な消費生活において、「環境・エネルギー問題に関心を持つ」は43.8％だが、「倫理的消費（エシカ

ル消費）を行う」は10.2％にとどまる。

● フゔッションにおけるエシカル消費の調査でも、実践している割合は20%前後にとどまる。

● 消費者の意識と行動の間にギャップがあり、環境に配慮した消費行動は最重要課題とは認識されていない。

■日頃の消費生活で行っていること

出典：消費者庁「平成30年度消費者意識基本調査」赤枠を筆者追記 出典：一般社団法人日本衣料管理協会 「平成 28 年度トピックス調査 フゔッションに
対する価値観に関する調査」

■ファッションにおけるエシカル消費の意識と行動



ファッション業界が果たす不可欠な役割とは

3ファッション業界の環境問題への取り組みが活発化
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■環境対策への取り組み

● フゔッション業界の産業活動が環境に与える影響は大きいことが指摘されている。

● グローバル・フゔッション業界は、2018年「フゔッション業界気候行動憲章」を発表し、国連気候変動枠組

み条約（UNFCCC）事務局のもと、気候への影響に取り組み始めた。

■ファッション業界への警告

出典： Ellen MacArthur Foundation「A NEW TEXTILES 
ECONOMY: REDESIGNING FASHION’S FUTURE」(2017)著者抄訳

出典：国際連合広報センター「フゔッション業界、画期的な気候行動憲章を発表」

■ファッション業界気候行動憲章

賛同者 112社（2020年10月現在）

グローバル企業 Adidas、Gap Inc.、H&M Group 、
Levi Strauss & Co. など

日本企業 ゕシックス、フゔーストリテ゗リング、
YKK

団体 社会的責任のためのビジネス、中国紡織
工業連合会 など

NPO WWF゗ンターナショナル

約 束 温室効果ガス排出量を合計30%削減（~2030年）
生産段階の脱炭素化 気候に優しく持続可能な素材の選択
低炭素の輸送 消費者との対話と意識の向上
循環型ビジネスモデルの模索

If the industry continues on its 
current path, by 2050, it could 
use more than 26% of the 
carbon budget associated with a 
2°C pathway.

“今のままでは2050年までに
パリ協定の2度目標に関連する
炭素バジェットの26％以上を
フゔッション業界が占める

可能性がある“



4購入するだけで環境貢献できるスキームを目指して
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■消費者を巻き込むために、取り組みの拡大と工夫が求められる

● 生産・輸送・販売・廃棄回収の各段階における取り組みが今後拡大・定着すれば、購買活動そのものが環境

貢献につながるスキームとなる。

● 社会的動機が高い消費者はエシカル消費を実行するが、個人的動機が高い消費者には影響しないとの研究が

ある。幅広い取り組みについて、消費者が個人のメリットと関連付けられるような情報発信が求められる。

■事例（H&Mの取り組み）

出典 調査…池田善英「倫理的消費に及ぼす購入動機の効果」（東京成徳大学経営学部経営論集第7号(2018）掲載）
事例…H&M「サステナビリテゖ」を元に図を著者作成
写真…写真AC、pixabay

取り組みを行動変容につなげるには

生産 輸送 販売
廃棄
回収

オーガニック素材

革新的な素材(農業廃
棄物、プラ包装等)

水の使用最小化

化学物質のチェック・
廃止

廃食用油による輸送
紙のショッピング

バッグへ変更
古着回収サービス

循環ソリューションの
確立

リサ゗クル素材

店内リサ゗クル
システム「Looop」



補足：日本の動向

5
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■一般社団法人日本アパレル・ファッション産業協会

「環境対策に関する自主行動計画」を作成

出典：一般社団法人日本ゕパレル・フゔッション産業協会「環境対策」
http://www.jafic.org/projects/environment/eco/

出典：NHK「フゔッション産業の環境への影響 初の実態調査へ 環境省」2020年12月5日
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20201205/k10012747211000.html

「令和２年度フゔッションと環境に係る調査」

■環境省、初めての環境負荷実態調査を実施決定

作成時期 2009年

参加企業 40社
・゗ッセ゗ミヤケ
・オンワードホー

ルデゖングス
・東京スタ゗ル
・レナウン
など

内 容 温暖化対策
３Ｒ
省エネルギー
社員啓発

目的 日本のフゔッション産業が環境に与える影響を
定量的に把握する

方法 企業・関係機関へ聞き取り（20か所程度）
↓

以下を推定
・製造過程で使用する水の量、水質汚染の状況
・生地、服の廃棄量
・製造、販売、廃棄 各段階で排出されるCO2量

活用 ・消費者、企業、自治体、国の対策に活用
・報告書作成（企業の取り組み事例など）
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